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９月３・４日に行われた矢部の
八朔祭。４日に大造り物の引き
回しがありました。審査の結果、
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９
月
１
日
、
蘇
陽
病
院
の
移
転
新

築
工
事
の
起
工
式
に
出
席
し
ま
し

た
。

　

蘇
陽
中
学
校
馬
見
原
分
校
跡
地

に
、
外
観
が
「
病
院
ら
し
く
な
い
病

院
」
を
建
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
親

し
ん
で
も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
馬
見
原
地
区

の
賑
わ
い
を
期
待
し
、
商
店
街
に
近

い
蘇
陽
中
学
校
馬
見
原
分
校
跡
地
に

建
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
旧
町

村
の
公
共
施
設
の
立
地
配
分
も
考
慮

し
ま
し
た
。
来
年
の
８
月
末
ま
で
が

工
期
で
す
。
救
急
病
院
と
し
て
の
機

能
、
へ
き
地
拠
点
病
院
と
し
て
の
機

能
で
、
頼
り
に
さ
れ
る
病
院
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
大
野
小
学

校
、
菅
尾
小
学
校
、
馬
見
原
小
学
校

を
閉
校
す
る
条
例
を
提
案
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
馬
見
原
小
学
校
を
校

地
・
校
舎
と
す
る
新
し
い
小
学
校
は

４
月
の
開
校
で
す
。
小
規
模
校
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
、
残
念
な
が

ら
統
合
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

少
産
化
・
少
子
化
の
傾
向
は
、
児
童
、

生
徒
た
ち
に
大
き
な
歪
み
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
過
剰
な
愛
着
は
、

子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
や
自
立
心

を
削
ぐ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
部
分
と
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
部
分
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
環
境
づ
く
り
と

し
て
の
統
合
で
す
。
来
年
４
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
「
蘇
陽
南
小
学
校
」

の
新
た
な
伝
統
を
皆
で
築
き
た
い

も
の
で
す
。

　

火
伏
地
蔵
祭
り
で
始
ま
っ
た
山
都

町
３
大
祭
り
。
雨
の
八
朔
祭
を
経
て
、

晴
天
の
清
和
文
楽
祭
り
で
終
幕
し
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

出
で
賑
わ
い
を
見
ま
し
た
。

　

八
朔
祭
の
大
造
り
物
は
来
年
度
か

ら
国
立
民
俗
学
博
物
館
（
大
阪
府
）

で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
、
日
本
橋
三
越
の

屋
上
や
群
馬
の
渋
川
市
な
ど
で
展
示

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
山
都

町
の
賑
わ
い
を
煽
っ
て
く
れ
る
救
世

主
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
室
か
ら

甲
斐   

利
幸

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
に
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

上
の
画
は
、
基
本
設
計
で
作
成
さ
れ
た

外
観
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
商
店
街
の
街
並
み

整
備
を
考
慮
し
、
和
風
仕
立
て
で
調
整
し

て
い
ま
す
。

　

構
造
は
木
造
２
階
建
て
、
１
階
に
は
待

合
所
及
び
公
衆
ト
イ
レ
、
２
階
に
は
バ
ス

事
業
者
用
の
事
務
室
・
休
憩
休
息
室
並
び

に
会
議
室
を
設
置
し
ま
す
。
敷
地
北
側
は
、

車
両
置
き
場
と
車
両
転
回
場
所
で
す
。

　

現
在
、
整
備
予
定
地
は
、
旧
熊
本
バ
ス

浜
町
営
業
所
建
物
の
解
体
・
撤
去
を
終
え
、

さ
ら
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、敷
地
北
側
の
造
成
、工
作
物
（
よ

う
壁
な
ど
）
及
び
外
溝
な
ど
の
土
木
工
事

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
建
物
の
実
施
設
計

（
詳
細
な
設
計
）
を
行
い
、
10
月
頃
に
建
築

工
事
を
発
注
、
３
月
中
旬
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

☆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
仮
待
合
所
（
元
い
づ
み
屋
）
及
び
「
浜

町
中
央
」
バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
利
用
者
並
び
に
敷
地
周
辺
の
皆
様

に
は
、
長
期
間
に
渡
り
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル 

24
年
３
月
完
成
（予定）

※外観イメージ図（８月末現在）
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ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
と
い
う
チ
ョ
ウ
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
シ
ジ
ミ
チ
ョ

ウ
の
仲
間
の
小
さ
な
チ
ョ
ウ
だ
。
羽
の
表
側
は
黒
褐
色
で
、
裏
側
は
白
地
に
小

さ
な
黒
点
が
つ
い
て
お
り
、
碁
石
を
散
り
ば
め
た
よ
う
な
模
様
が
名
前
の
由
来

と
さ
れ
て
い
る
。
今
、
こ
の
チ
ョ
ウ
が
日
本
か
ら
姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
こ
の
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
る
の
は
国
内
で
は
熊
本
県
だ
け
で
あ
る
。
し

か
も
山
都
町
の
内
大
臣
峡
と
球
磨
の
市
房
山
の
二
カ
所
だ
け
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
生
息
場
所
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
密
猟
と
、
こ
の
チ
ョ
ウ
の
食
草
で
あ
る
シ

シ
ン
ラ
ン
の
盗
掘
が
続
き
、
こ
の
チ
ョ
ウ
は
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
。
調
査
機
関

に
よ
れ
ば
、
内
大
臣
峡
で
の
生
息
数
は
わ
ず
か
五
十
頭
ほ
ど
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
、
県
も
対
策
に
乗
り
出
し
た
。

　

先
日
、
山
都
町
で
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
保
護
に
向
け
て
の
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
た
。
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
は
天
然
記
念
物
及
び
国
内
希
少
野
生
動
物

種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
採
集
や
販
売
を
す
れ
ば
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
チ
ョ
ウ
の
存
在
が
地
域
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
密
猟
者
に
と
っ

て
は
都
合
が
よ
く
、
特
に
内
大

臣
峡
で
の
密
猟
被
害
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
山
都
町

住
民
が
関
心
を
持
ち
、
保
護
に

向
け
て
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、

密
猟
を
防
ぎ
、
絶
滅
を
防
ぐ
一

歩
に
な
る
。

　

八
月
中
旬
に
現
地
調
査
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
内
大
臣
林
道

に
は
保
護
を
呼
び
か
け
る
看
板

が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
か
け
が

え
の
な
い
未
来
へ
の
財
産
。
子

ど
も
た
ち
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
た

い
も
の
だ
。

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

矢
部
郷
自
然
観
察
会  

代
表  

藤
吉  

勇
治

そ
の   ○21

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信
Vol．52

●
お
問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
役
場　

浜
町
事
務
所　

総
務
課
（
成
瀬
・
吉
田
）

【
専
用
電
話
】

０
９
０
ー
９
５
６
５
ー
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
P
C
】 

m
arriage.support@

tow
n.kum

am
oto-yam

ato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

yo
u
_and

_yo
u.@
d
o
co
m
o.ne.jp

　

Y
O
U
＆
Y
O
U
で
は
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
町
外

か
ら
も
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
1
0
0
名

程
登
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
28
歳
以
上
の
年
齢

枠
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
若
い
年
齢
層
の

方
か
ら
の
参
加
希
望
も
増
え
、
更
な
る
Y
O
U
＆

Y
O
U
活
動
を
広
げ
る
為
に
、
年
齢
枠
を
25
歳
以
上

に
広
げ
大
募
集
い
た
し
ま
す
。
受
付
は
い
つ
で
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　

８
月
下
旬
に
熊
本
市
内
に
て
男
女
13
名
の
参
加
の

も
と
30
歳
代
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

お
互
い
に
ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
第
一

印
象
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
午
前

中
は
場
所
を
貸
し
切
り
フ
リ
ー
タ
イ
ム
と
い
た
し
ま

し
た
。
緊
張

の
中
に
も
、

女
性
を
少
し

で
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る

た
め
に
男
性

が
会
話
を

リ
ー
ド
す
る

様
子
が
う
か

が
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、

ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
し

て
、
場
所
を

☆
結
婚
相
談
員
で
す
☆

　

相
談
員
６
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
Y
O
U
＆
Y
O
U

で
は
、
当
初
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
決
ま
っ
て
い
る
み
た

い
に
順
調
に
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

山
都
町
の
男
性
の
方
達
が
心
優
し
く
純
粋
だ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
「
お
の
の
顔
笑
え
ば
、向
こ
う
笑
顔
見
ゆ
る
な
り
。」「
目

は
、
口
ほ
ど
に
・
・
・
。」
と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

人
は
対
面
す
る
表
情
で
心
の
中
ま
で
相
手
に
伝
わ
る
と

云
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
結
婚
相
手
と
な
る
と
さ
ら

に
大
変
で
す
。

　

ど
う
か
皆
さ
ん
、
笑

顔
！
笑
顔
の
心
で
自
信

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の

交
流
会
に
挑
ん
で
下
さ

い
。
必
ず
相
手
に
何
か

伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
25
歳
以
上
男
女
大
募
集
！！
＊
＊

☆
8
月
交
流
会
紹
介
☆

　梶原  きみ代さん ( 貫原 )
TEL　８２－２４９０

移
し
て
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
で
の
交
流
会
の
中
、

男
性
陣
の
頑
張
り
も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
た
と
感
じ
ま
す
。
次
に
繋
が
る
交
流
会
と
な
る
よ

う
に
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
進
め
て
い
き
ま
す
。



幸福を招くなまはげ～全国の厄をはらい
矢部高校から全国へ幸福を運びます～

（矢部高校）

熊本行こうよ！山都に行くよ！
くまモン来るもん、山都におるもん

（山都町役場）

ＡＳＯ坊健太くん！
被災地に届けて、矢部っ子の力を！

（矢部小学校）

　驚異の１０年連続金賞を果たした下市連合組。審
査評でも「存在感がずば抜けていた」。この仁王像が
来年度から、国立民族学博物館（大阪府吹田市）に
数年間、常設展示されます。
　このほか、１０月に熊本で開催される全国健康福
祉祭「ねんりんピック」では２基の大造り物が披露
される予定です。

矢部の八朔祭
９／３・４　浜町商店街

大造り物審査　金賞は今年も下市連合組

がんばろう日本　不死鳥のごとく蘇れ
（浦川連合組）

ゴジラ再襲（仲町上連合組）

康福
披披披露露露露

銀賞
たちあがろう日本（仲町下連合組）

天変地異の平定　龍神に願う
（下馬尾連合組）

ゴジラ再ラ再襲襲襲（襲（仲町仲 上連連合組）ゴジラ再襲（仲町上連上連合組）

「笑門来福」景気回復　笑いが一番
（水道町・城見町・新町上連合組）

　このほか、１００月に月に熊本熊本で開で 催さ
祉祭「ねんりんりんピピックック」で」では２は 基の
される予予定でですす。す。す。。

される全国全国健健康
のの大造大造り物物が披が披が披披

た

銅賞
山都撫虎（やまとなでしこ）世界を制す

（大川町・下大川連合組）

９／３ ４　浜町商店街

大造り物大賞（観客へのアンケートによる）
撫子豹・豹（ひょうひょう）と世界一

（新町中連合組）

金賞
守護神　仁王　降臨　阿・吽の呼吸で「がんばれ日本」

（下市連合組）
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浦川連合組 （医）潤幸会

山都町婦人会 菅ひょっとこ踊り愛好会

大川町下大川連合組 ＪＡかみましき女性部

くまモン体操（役場）
仲町青年部の俵みこし

矢部ＦＣジュニア

八朔小町。左から木實千聖さん（高辻）、薮亜紗実さん（千滝）、藤川彩香さん（藤木）

バレーボール協会 矢部高校

山都福祉村

陸上自衛隊音楽隊の演奏

朝起こし（新町青年部のみこし）朝起こし（大川町青年部みこし）

ＪＡかみましき矢部支所

矢部卓球クラブ

健康ダンス明美＆シスターズ

懐かしの八朔祭写真展

矢部中吹奏楽部

お祭り広場でのよさこい踊り

新町中組新町中組

仲町下連合組

組組 仲町上連合組合組 洗心会 矢部広域病院

御岳小学校鼓笛隊

矢部小学校鼓笛隊

中島小学校緑の少年団

潤徳小学校鼓笛隊

明光保育園の明光太鼓

山都少年野球クラブ
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蘇陽病院だより蘇陽病院だより＋
～蘇陽病院基本理念～

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域
住民に親しまれる病院を目指します。」

特集特集
知って得する健康講座知って得する健康講座

山都町立蘇陽病院　神経内科　光藤　尚
（埼玉医大　神経内科）

第35集　「むずむず脚症候群」

　「むずむず脚症候群」という名前をご存知ですか？
　この病気は睡眠障害の原因として、近年注目を浴びている病気です。1672年に医師トーマス・
ウィリスが初めてこの状態を述べた歴史のある病気です。睡眠障害と言うと大きく分けて入眠困
難（寝つきが悪い）と中途覚醒（途中で目が覚めてしまい眠れない）がありますが、むずむず脚
症候群は入眠困難型の睡眠障害を起こす代表選手です。（余談ですが、中途覚醒型の睡眠障害の
代表選手はうつ病です。）
　今回は、むずむず脚症候群についてご説明します。

　むずむず脚症候群の主な症状は以下の 4つです。

①  脚を動かしたくてたまらない衝動感・不快感
②  休んでいる時や、じっとしている時に悪化する
③  脚の運動により軽減・消失する
④  夕方から夜に出現・悪化する
　これらの症状はむずむず脚症候群の診断基準にも採用されています。

夜眠れない皆さん、思い当たる症状はありませんか？

　では、むずむず脚症候群の頻度ですが、わが国の 65 歳以上を対象とした調査では有病率が約 1％、20 歳から

60 歳を対象とした調査では有病率が 4％とされています。有病率でみると女性と男性では女性の方が男性より1.5

倍から 2 倍多いとされています。また、鉄欠乏性貧血や妊娠、腎不全（主に透析導入例）、パーキンソン病との関

連も指摘されています。

　ではどんな治療法があるでしょうか？ 非薬物治療と薬物治療があります。非薬物治療では症状を悪くする嗜好品

の就寝前の摂取をやめるなど症状を悪くする因子を取り除く他、入浴、歩行、ストレッチ、運動、マッサージなど

症状を軽くすることを行います。薬物治療としては鉄欠乏性貧血に伴うむずむず脚症候群では経口鉄剤を投与する

場合もあります。一般的な薬物治療としては、パーキンソン病の治療に用いられるドパミン受容体作動薬やレボドパ

製剤といった薬を用います。

　治療法のある睡眠障害ですので、症状を見て心当たりのある方は一度医療機関に相談してみて下さい。
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お薬　ひとこと

もっと知りたいクスリの話

山都町立蘇陽病院　　薬剤科　奥村真利子
監修　院長　水本　誠一

第7集　薬の保管方法について　

特集特集

　

９
月
１
日
、
新
し
い
蘇
陽
病
院
の
本
体
工
事

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
場
所
と
な
る

蘇
陽
中
学
校
馬
見
原
分
校
跡
地
で
行
わ
れ
た
起

工
式
に
は
、
甲
斐
町
長
や
水
本
院
長
を
は
じ
め

病
院
関
係
者
や
町
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん
、
そ

し
て
区
長
さ
ん
や
地
域
の
み
な
さ
ん
な
ど
約
50

名
が
参
加
し
、
工
事
期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

病
院
本
体
工
事
の
工
期
は
９
月
１
日
か
ら
平

成
24
年
８
月
31
日
で
す
。
平
成
24
年
中
の
開
院

を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
着
工
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
着
工
し
ま
し
た
。

新
病
院
　
建
築
起
工
式

神事「刈初の儀」に臨む、甲斐町長、藤川議長、水本院長

　病院で処方された薬を、どのように保管していますか？薬の保管には、いろいろ注意しなけれ
ばならないことがあります。
　今回は、薬の保管方法についてお話しします。

●光、温度、湿気には注意しましょう。
◆直射日光を避ける。凍結するような場所は避ける。

◆車の中や暖房器具の近くなど温度が高くなる場所は避ける。　

◆粉薬などは水分を吸収しやすいので、湿度が高い場所には置かない。

　薬を冷蔵庫内で保管すると温度差の影響で湿気をおびることがありますので、室温でフタの閉まる缶等に乾

燥剤を入れて保管した方が良いでしょう。

　ただし、シロップや坐薬など｢冷所保存｣の指示がある時は、冷蔵庫に入れて保管してください。

●子どもの手の届かないところに保管しましょう。
子どもが誤って薬を飲まないように、保管場所には十分に気をつけるようにして下さい。

●区別して保管しましょう。
容器が似ていて間違えそうな薬は、別々に保管しましょう。

●ほかの容器に移し替えないようにしましょう。
服用方法が違う薬を、まとめてひとつの薬袋やほかの容器に入れ替える

と内容や使い方が分からなくなり、誤飲の原因になります。

●市販薬の外箱には、使用期限が書かれていますので薬を飲みきってしま

うまでは捨てないようにしましょう。また、説明書には、効能・服用方

法など大事な情報が書かれていますのでなくさないようにして下さい。

保管方法が悪いと、薬の
効果に影響を及ぼします。
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火伏地蔵祭火伏地蔵祭火伏地蔵祭
８／２０・２１　馬見原商店街

　火伏とは火事を抑えること。火災の多かった馬見原に

１５６３年に火伏地蔵尊蔵が安置されてからはじまった

火伏地蔵祭。今年は大雨の２日間となりましたが、世相

を風刺し、お盆やお椀などの家庭用品で造られた「造り

物」やみこしにお地蔵様を乗せて五ヶ瀬川に入る勇壮な

「裸みこし」などいろいろな催しが行われました。

大阿蘇蘇陽太鼓喜楽（２１日）

観衆を巻き込み会場を盛り上げた蘇陽
病院エイサー隊（２０日）

仮装した山都町
役場の踊り。（２１日）

雨にも負けない笑顔。馬見原保育園踊り（２１日）

高
崎
裕
士
（
た
か
さ
き
ひ
ろ
し
）
さ
ん
の

三
味
線
演
奏

海賊に扮した明星学園（２１日）

火伏祈願の
夜渡詣り（２０日）

新若上組
「だるま」

新若上組「澤穂稀」

新町下組「だるま」

新町下組「富士山」

雨
で
も
が
ん
ば
っ
た

子
ど
も
み
こ
し
（
21
日
）

裸みこし。水を浴びながら商店街を激走

新
若
上
組

「
忍
耐
か
ら
希
望
へ
・
・
・
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」

新
若
上
組

「
忍
耐
か
ら
希
望
へ
・
・
・
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」

新町下組
「がんばれ日本
たちあがる東北
七転八起」

新町下組
「がんばれ日本
たちあがる東北
七転八起」
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第
29
回

清
和
文
楽
の
里
ま
つ
り

無料公演終了後に記念撮影

ヤマメのつかみ取り

品評会入賞者のみなさん

　

今
年
29
回
目
を
迎
え
た
清
和
文
楽
の
里
ま
つ
り
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場

と
な
っ
た
道
の
駅
清
和
文
楽
邑
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
や
地
域
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。
今
年
も
好
評
だ
っ
た
清
和
文
楽
無
料
公
演
や
、
野
外
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
。
町
内
か
ら
２
２
６
点
の
出
品
が
あ
っ
た
農
産
物
品

評
会
と
特
産
品
の
バ
ザ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
で
し
た
。

【
農
産
物
品
評
会
】（
敬
称
略
。【
】
内
は
特
別
賞
）

品
評
会
で
見
事
１
等
を
獲
得
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
。

葉
た
ば
こ
の
部　

木
野
哲
（
郷
野
原
）【
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞
】

果
樹
の
部
（
く
り
）　

下
田
千
秋
（
尾
野
尻
）【
緑
川
上
流
栗
産
地
協
議
会
長
賞
】

野
菜
の
部
（
ト
マ
ト
）
岩
崎
重
信
（
鶴
ヶ
田
）【
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
】

　

〃　
　
（
ピ
ー
マ
ン
）
佐
藤
敬
二
（
小
中
竹
）【
Ｊ
Ａ
上
益
城
組
合
長
賞
】

　

〃　
　
（
キ
ュ
ウ
リ
）
飯
星
武
弘
（
小
笹
）【
町
議
会
議
長
賞
】

　

〃　
　
（
バ
ラ
エ
テ
ィ
ト
マ
ト
）
興
梠
修
（
上
差
尾
）【
Ｊ
Ａ
阿
蘇
組
合
長
賞
】

　

〃　
　
（
キ
ャ
ベ
ツ
）
山
下
九
州
男
（
御
所
）

　

〃　
　
（
根
菜
類
）
藤
本
し
げ
子
（
郷
野
原
）

穀
物
の
部　

藤
沢
竹
子
（
須
原
）【
農
業
委
員
会
長
賞
】

ニ
ラ
の
部　

高
橋
幸
隆
（
御
所
）【
認
定
農
業
者
協
議
会
長
賞
】

加
工
品
の
部　

藤
本
節
子
（
須
原
）【
商
工
会
長
賞
】

３回行われた無料公演はダイジェ
スト版。太夫と三味線の熱演（上）。
公演前には人形のわかりやすい解
説も（右）

野菜重量当てクイズで野菜をゲッ
ト。合志市の田中さん夫妻
野菜重量当てクイズで野菜をゲッ
ト。合志市の田中さん夫妻

木工教室ではマガジンラックを製作

お隣五ヶ瀬町からボーカルグループ「backstay
（バックステイ）」消防団音楽隊ＨＡＬの演奏

元気あふれる清和小太鼓

品評会の野菜は表彰式後
即売されました。

カラフルな衣装を身にまとっ
たＪＡ上益城女性部の踊り

できあがりが楽しみです

このカボチャ大きいな～

９
／
11
　
道
の
駅
清
和
文
楽
邑
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図
書
館

だ
よ
り
声の灯り

48

　

山
都
町
で
は
「
絵
本
の
住
む
町
づ
く

り
」
を
、
活
動
の
ひ
と
つ
の
目
標
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

今
回
初
め
て
、
紙
芝
居
の
実
演
講
座
を

7
月
10
日
、
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
千
竃
八
重
子
さ
ん
。

大
分
県
湯
布
院
町
の
自
宅
で
「
鬼
が
島

文
庫
」
を
開
い
て
、
紙
芝
居
の
普
及
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。「
マ
イ
紙

芝
居
」
を
手
に
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
や
カ
ナ
ダ
、
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
で
活
躍
中
で
す
。

　

さ
て
、
講
座
で
は
ま
ず
「
紙
芝
居
と

は
？
」
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
入
り
ま
し

た
。
紙
芝
居
が
日
本
で
生
ま
れ
た
文
化

だ
と
言
う
こ
と
を
知
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
へ
ぇ
〜
」
と
驚
き
の
声
。
知
ら
な

か
っ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
戦

後
、
日
銭
を
稼
ぐ
た
め
の
手
段
と
し
て

内
容
そ
の
も
の
よ
り
、
水
あ
め
を
売
る

た
め
、
買
う
た
め
に
町
の
広
場
な
ど
で

　

そ
の
紙
芝
居
を
上
手
に
演
じ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
千
竃

さ
ん
に
よ
る
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

５
つ
。

① 

紙
芝
居
に
は「
物
語
完
結
型
」と「
観

客
参
加
型
」
が
あ
り
、
前
者
は
読

み
手
の
表
情
や
間
に
よ
っ
て
感
動

を
味
わ
い
ま
す
。
後
者
は
、
演
じ           

　

こ
の
あ
と
、
山
都
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

紙
芝
居
「
水
が
渡
る
橋　

通
潤
橋
物
語
」

を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
紙
芝
居
と
絵
本
は
車
の

両
輪
で
あ
る
」
と
い
う
、
紙
芝
居
の
権

威
、
ま
つ
い
の
り
こ
さ
ん
の
言
葉
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。「
ど
ち
ら
も
本
物
の

文
化
と
し
て
発
展
し
、
作
品
の
奥
底
に

あ
る
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
と
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
学
ん
だ
紙
芝
居
の
良
さ

を
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
手
と
観
客
の
や
り
取
り
の
中
で
感

動
が
生
ま
れ
ま
す
。

② 

演
じ
る
前
に
は
、
下
読
み
（
最
低

で
も
20
回
）
を
繰
り
返
し
、
順
番

が
正
し
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
始
め

ま
す
。

③ 

演
じ
る
と
き
に
は
、
舞
台
を
使
用

し
ま
す
。
舞
台
は
3
面
の
も
の
が

よ
く
、
開
き
な
が
ら
紙
芝
居
の
世

界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。
三
つ
の
扉

を
ゆ
っ
く
り
開
い
て
雰
囲
気
を
作

る
そ
う
で
す
。

④ 

演
台
の
横
に
立
ち
、
観
客
に
顔
が

見
え
る
よ
う
に
演
じ
ま
す
。
紙
芝

居
は
後
ろ
に
隠
れ
て
演
じ
る
も
の

と
思
っ
て
い
た
参
加
者
が
多
く
、

意
外
で
し
た
。

⑤ 

紙
芝
居
を
、
抜
い
て
（
引
い
て
）

さ
し
こ
む
、
一
息
し
て
か
ら
次
の

場
面
を
読
む
。
あ
わ
て
な
い
こ
と
。

流
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、「
Ｊ
Ｕ
Ｄ

Ｏ（
柔

道
）」
や
「
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ（
駅

伝
）」
と
同
じ
よ
う
に
、外
国
で
も
「
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ（
紙
芝
居
）」
と

し
て
普
及
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

会場にはたくさんの紙芝居が展示されました。

紙芝居「通潤橋物語」を披露する千竃八重子さん

千
竃  

八
重
子（
ち
か
ま
　
や
え
こ
）氏
　
紙
芝
居
講
座

　
　
　
　
　
　   ―
紙
芝
居
と
絵
本
は
車
の
両
輪―
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10月のおすすめ図書

図書館情報
－読書とは未来の自分に種をまくことです－

●お問い合わせ 本館　７３－１６１６
清和　８２－３０３３
蘇陽　７３－２７５５

休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・年末年始）清和（GW・年末年始）

　50余年筑豊で炭鉱夫として働き、

還暦を過ぎて絵筆を取った山本氏の

炭鉱画は国内外から高い評価を受

けています。今年5月、その絵画や日

記が「世界記憶遺産」に国内から始

めて登録されました。

　2007年より代表監督を務め、ワール

ドカップ優勝・フェアプレイ賞を受賞

し、世界一のチームとなった「なでしこ

ジャパン」の監督が語る、組織力・意

欲を高める秘訣・なでしこの強さと

は。

　14歳で日本代表入りを果たし、以来
最多出場選手として日本の女子サッ
カーを牽引してきた澤選手。ワールド
カップでは、最多得点王と最優秀選手
に選ばれ世界トップレベルの選手と称
されました。困難にあいながらも夢を
あきらめなかった成長の記録です。

　世界の強豪チーム相手に一歩も引く

ことなく、戦い抜いた「なでしこジャパ

ン」にあこがれるサッカー女子も増え

たのではないでしょうか。そんな女子

におくるサッカーを楽しく始める本で

す。

　研究所助手の野々村は、ある日2

人の教授から砂時計を見せられる。

それは永遠に落ち続ける砂時計

だった。今年7月に死去した、日本Ｓ

Ｆ小説界の草分け的存在である著

者が描きあげた超大作！

『第145回直木賞決定！』
　第145回直木賞は、経済小説を多く書かれている池井戸潤氏の「下町ロケット」が受賞しました。
芥川賞は受賞作無しです。書籍は各館に所蔵しておりますが、予約者が多い場合はお待ちいただき
ます。あらかじめご了承下さい。

「下町ロケット」
池井戸　潤（いけいど　じゅん）　小学館　分類 913
　かつて研究者としてロケット開発に携わっていた佃航平。打ち上げ失敗の責任を取って研究を辞し、
現在は従業員 200 人ほどの小さな会社を経営している。資金難などの中小企業の悲哀を味わいつつ
も、日々奮闘していた。しかし、ある日届いた一通の訴状により、状況は一変。いやおう無く法廷闘
争に巻き込まれた佃製作所は、会社存亡の窮地に立たされる。しかも、大企業が佃製作所の持つ特
許技術に目をつけて・・・。モノ作りに情熱をかける下町の男たちと、大企業の戦略が真っ向勝負！

　詩集「くじけないで」を発表し、

99歳の詩人として感動を呼んだ柴田

トヨ氏の第二詩集です。東北の被災

地へのお見舞いをこめて綴った詩も

掲載されています。

「百歳」
柴田　トヨ（しばた　とよ）        飛鳥新社　分類 911

「画文集  炭鉱に生きる  地の底の人生記録」
山本　作兵衛（やまもと　さくべえ）    講談社　分類 567

「果しなき流れの果に」
小松  左京（こまつ  さきょう）　ハルキ文庫　分類 913

　2011ＦＩＦＡ女子サッカードイツ大会で、日本代表「な
でしこジャパン」が優勝し国民栄誉賞を受賞、日本中
が歓喜に沸きました。また、「ロアッソ熊本」のファンの
方もいらっしゃるのではないでしょうか。今、もっとも注
目されているサッカー界の本が図書館に勢ぞろいです。
ボールをひたむきに追う姿は、誰もが応援したくなります
ね！読んで、知ってますますファンになってください！

「なでしこ力　さあ、一緒に世界一になろう！」
佐々木　則夫 著　講談社

「ほまれ　なでしこジャパンエースのあゆみ」
澤　穂希 著　河出書房新社

「なでしこゴール！女子のためのサッカーの本」
講談社

特集 サッカーが熱い！
関連本が図書館に勢ぞろい！
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金婚夫婦を代表して表彰を受ける木野誠之さん・サキ子さん夫妻お礼の言葉を述べる田中傑さん・ツエ子さん夫妻 

蘇陽地区のみなさん

　

９
月
12
日
、
矢
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
千
寿
苑
」
で
、
熊
本
日
日
新

聞
社
と
山
都
町
の
主
催
に
よ
る
金
婚

夫
婦
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
53
回
目
を
迎
え
た
こ
の
表
彰

式
で
は
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
木

野
誠
之
さ
ん
・
サ
キ
子
さ
ん
夫
妻
（
郷

野
原
）
に
、
熊
本
日
日
新
聞
社
と
山

都
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

甲
斐
町
長
と
熊
本
日
々
新
聞
社
か

ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
田
中
傑
さ
ん
・

ツ
エ
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
共
に
歩
ん

だ
50
年
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
金

婚
夫
婦
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

山
都
町
で
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）

に
結
婚
し
た
97
組
の
皆
さ
ん
で
す
。

東　
　

明　
　

・
ミ
サ
子　
（
川
野
）

上
田　

哲
郎　

・
久
子　
　
（
川
野
）

坂
本　

伸
一　

・
サ
ヱ
子　
（
川
野
）

村
山　

勇　
　

・
成
子　
　
（
麻
山
）

村
山　

壽
男　

・
富
恵　
　
（
麻
山
）

東　
　

陽
一　

・
敏
子　
　
（
畑
）

飯
星　

隆
徳　

・
恵
美
子　
（
野
尻
）

榛
田　

義
輝　

・
惠
子　
　
（
畑
）

松
永　

信
雄　

・
博
子　
　
（
畑
）

山
戸　

久
生　

・
ス
ミ
子　
（
上
川
井
野
）

藤
本　

章
三　

・
貞
子　
　
（
入
佐
）

髙
森　

利
光　

・
縫
子　
　
（
入
佐
）

佐
藤　

健
治　

・
陽
子　
　
（
川
野
）

岩
部　

富
士
雄
・
ス
ミ
子　
（
麻
山
）

中
村　

益
行　

・
暢
子　
　
（
津
留
）

甲
斐　

衛　
　

・
ヌ
イ
子　
（
菅
）

杉
本　

福
男　

・
ト
シ
ヱ　
（
目
丸
）

藤
川　

孝
信　

・
國
子　
　
（
万
坂
）

宮
本　

正
之　

・
フ
デ
子　
（
葛
原
）

車　
　

國
正　

・
ノ
リ
子　
（
猿
渡
）

松
島　

將　
　

・
エ
ツ
子　
（
牧
野
）

松
井　

憲
治　

・
ヱ
ミ
子　
（
荒
谷
）

守　
　

敬
憲　

・
ユ
ミ
子　
（
島
木
）

荒
木　

則
継　

・
惠
美
子　
（
島
木
）

江
藤　

博
道　

・
富
美
子　
（
北
中
島
）

山
下　

四
十
三
・
ヤ
イ
子　
（
田
小
野
）

坂
本　

轟　
　

・
美
喜
代　
（
島
木
）

荒
木　

博
明　

・
伸
子　
　
（
島
木
）

髙
本　

豊
一　

・
タ
ヱ
ミ　
（
島
木
）

荒
木　

一
誠　

・
喜
恵　
　
（
島
木
）

　

本　

又
治
郎
・
タ
ヱ
子　
（
原
）

渡
邉　

弘　
　

・
洋
子　
　
（
北
中
島
）

渡
邉　

和
男　

・
ア
イ
子　
（
北
中
島
）

岩
内　

義
光　

・
ア
サ
子　
（
島
木
）

進　
　

正
久　

・
祐
子　
　
（
北
中
島
）

飯
星　

忠
元　

・
フ
ミ　
　
（
田
小
野
）

山
下　

三
人　

・
房
子　
　
（
島
木
）

園
田　

孝
太
郎
・
ケ
イ
子　
（
田
小
野
）

林
田　

悦
宣　

・
久
美
子　
（
北
中
島
）

澤　
　

健
士　

・
民
子　
　
（
北
中
島
）

　

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
紹
介

し
ま
す
（
敬
称
略
）。
な
お
、
今
回
の
表
彰
式

に
欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
の
氏
名
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

〜
金
婚
夫
婦
表
彰
式
〜

を
大
切
に
し
て 

50
年

絆
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清和地区のみなさん

下矢部・浜町地区のみなさん

御岳・名連川地区のみなさん

白糸・中島地区のみなさん

鳥
井　

英
弘　

・
妙
子　
　
（
下
名
連
石
）

藤
永　

義
寛　

・
由
美
子　
（
下
名
連
石
）

森　
　

宏　
　

・
ト
シ
ヱ　
（
下
名
連
石
）

宮
崎　

数
幸　

・
幸
子　
　
（
下
名
連
石
）

松
岡　

敏
道　

・
隆
子　
　
（
御
所
）

岩
崎　

勝
美　

・
香　
　
　
（
黒
川
）

堀　
　

満
萬　

・
睦
子　
　
（
御
所
）

緒
方　

留
男　

・
惠
美
子　
（
浜
町
）

坂
本　

昭
博　

・
志
津
子　
（
城
平
）

濱
田　

康
生　

・
洋
子　
　
（
浜
町
）

尾　
　

廣
一　

・
ス
ミ
子　
（
浜
町
）

渡
邉　

榮
盛　

・
安
子　
　
（
上
寺
）

青
木　

正
弘　

・
睦
子　
　
（
上
寺
）

原
田　

一
美　

・
ハ
ル
ヱ　
（
上
寺
）

坂
本　

廣
見　

・
ミ
ツ
ヱ　
（
上
寺
）

藤
本　

明
人　

・
ト
シ
エ　
（
上
寺
）

吉
井　

一
也　

・
雪
子　
　
（
城
平
）

上
田　

久
雄　

・
ミ
ツ
ヱ　
（
城
平
）

井
手　

智
誓　

・
千
惠
子　
（
浜
町
）

田
上　

修　
　

・
岩
美　
　
（
浜
町
）

岩
村　

豊　
　

・
ヨ
シ
子　
（
下
馬
尾
）

松
村　

安
治　

・
瑠
璃
子　
（
下
馬
尾
）

豊
住　

修　
　

・
ミ
ユ
キ　
（
城
平
）

笹
井　

貢　
　

・
エ
イ
子　
（
緑
川
）

中
村　

一
光　

・
ミ
ヤ
子　
（
郷
野
原
）

木
野　

誠
之　

・
サ
キ
子　
（
郷
野
原
）

藤
川　

繁
留　

・
ミ
ネ
子　
（
鶴
ヶ
田
）

赤
崎　

今
朝
雄
・
サ
エ
子　
（
馬
見
原
）

小
西　

良　
　

・
美
智
子　
（
馬
見
原
）

森
川　

潔　
　

・
須
美
子　
（
馬
見
原
）

杉
本　

重
敏　

・
カ
ズ
子　
（
滝
上
）

尾
方　

鳥
雄　

・
フ
ヂ
子　
（
滝
上
）

　

田　

隆
生　

・
久
仁
子　
（
塩
出
迫
）

惣
川　

明　
　

・
廣
子　
　
（
米
迫
）

田
中　

傑　
　

・
ツ
エ
子　
（
米
迫
）

　

村　

司
朗　

・
三
和
子　
（
今
）

　

村　

正
雄　

・
ル
イ
子　
（
今
）

工
藤　

繁
藏　

・
陽
子　
　
（
橘
）

後
藤　

太　
　

・
峯
子　
　
（
橘
）

佐
藤　

秀
夫　

・
フ
ミ
子　
（
高
辻
）

後
藤　

堅　
　

・
ア
サ
子　
（
高
辻
）

菅
原　

輝
男　

・
美
千
代　
（
東
竹
原
）

仁
田
水　

利
夫
・
千
代
子　
（
大
見
口
）

春
田　
　

朝
信
・
ナ
ツ
子　
（
柳
井
原
）

藤
嶋　

政
滿　

・
ノ
リ
子　
（
方
ケ
野
）

佐
藤　

修
一　

・
米
子　
　
（
柏
）

村
上　

國
雄　

・
裕
子　
　
（
柏
）

桐
原　

正
士　

・
弘
子　
　
（
菅
尾
）

栗
屋　

憲
雄　

・
ミ
イ
コ　
（
神
ノ
前
）

篠
田　

廣
保　

・
祐
子　
　
（
二
瀬
本
）

田
上　

敏
夫　

・
フ
ジ
子　
（
二
瀬
本
）

後
藤　

立
士　

・
隆
子　
　
（
下
山
）

原
生　

金
人　

・
チ
ヨ
子　
（
井
無
田
）

原
田　

盛
雄　

・
千
佐
子　
（
木
原
谷
）

渡
邊　

松
男　

・
ヨ
シ
子　
（
木
原
谷
）

藤
原　

隆　
　

・
康
子　
　
（
鶴
ヶ
田
）

吉
田　

敬
一　

・
ア
イ
子　
（
大
平
）
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
Vol.5

　

今
回
は
医
療
費
に
つ
い
て
、
国
と
山

都
町
国
民
健
康
保
険
（
以
下
山
都
町
国

保
）
を
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

　

全
て
の
国
民
が
、
何
ら
か
の
公
的
健

康
保
険
に
加
入
し
保
険
証
を
持
っ
て
い

れ
ば
誰
で
も
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
日
本
の
医
療
保
険

制
度
の
極
め
て
優
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
日
本
の
医
療
保
険
制

度
が
こ
の
ま
ま
で
は
破
た
ん
す
る
の
で

は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
生

活
習
慣
病
の
増
加
に
よ
る
医
療
費
の
増

加
で
す
。

　

平
成
19
年
度
厚
生
労
働
省
公
表

の
国
民
医
療
費
を
表
１
に
示
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
は
年
々
増
大
し
、

平
成
19
年
度
に
は
34
兆
円
と
国
民

所
得
の
９
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
生
活
習
慣
病
に
関
連

す
る
も
の
が
約
３
分
の
１
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

次
に
平
成
21
年
度
の
山
都
町
国

保
の
医
療
費
の
状
況
で
す
。（
表
２
）

　

山
都
町
国
保
の
医
療
費
は
約
18

億
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
が
ん　

糖
尿
病　

高
血
圧　

虚
血
性
心
疾

患
（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど
の

心
臓
病
）
な
ど
生
活
習
慣
病
に
関

係
す
る
病
気
と
な
っ
て
お
り
、
国

の
医
療
費
と
比
較
し
て
高
い
割
合

を
示
し
て
い
ま
す
。
国
が
全
体
の

31
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
山
都
町

国
保
で
は
全
体
の
43
％
を
占
め
て

い
ま
す
。　

　

特
に
糖
尿
病
は
国
が
約
３
％
に

対
し
、
山
都
町
国
保
で
は
９
％
と

約
３
倍
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
も
国
と
比
較
す
る

と
同
様
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
発
症
し
て
症
状
が
進
行
し
て

し
ま
う
と
完
治
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
合
併
症

を
お
こ
し
て
さ
ら
な
る
病
気
を
招
い
た
り
、
長

期
間
に
わ
た
る
通
院
や
入
院
治
療
で
医
療
費
が

増
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
生
活
習
慣
の
改
善

で
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。
健
診
を
受
け
て
生

活
習
慣
を
見
直
し
改
善
を
す
れ
ば
、
重
症
化
し

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
い
段
階
で
病
気

を
見
つ
け
て
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
は
、
生
活
習

慣
病
の
増
加
を
抑
え
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
努
力

や
悪
化
を
防
ぐ
努
力
が
必
要
で
す
。

　

町
民
全
員
で
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

山
都
町
国
保
医
療
費
の

約
４
割
は
生
活
習
慣
病

　　　　　

糖
尿
病
は
国
の
約
３
倍
！

早
期
発
見
と
生
活
改
善

で
悪
化
予
防
！

国民医療費における生活習慣病の割合 山都町国保医療費に占める
生活習慣病の割合

国民医療費
34兆1,360億円

山都町国保医療費

約１７億７千万円！

生活習慣病で
10 兆 6,844億円！
全体の31.3％をしめる！

生活習慣病で
約７億９千万円！
全体の約 43％を占める

その他
69％

その他
57％

がん
8％

がん
9％

歯科
7％

糖尿病
3％

糖尿病
9％

高血圧
6％

高血圧
8％

虚血性心疾患
2％

虚血性心疾患
3％

脳血管疾患
5％

脳血管疾患
2％

（表1） （表2）

おすすめ生活習慣！
食事編３カ条

①食事の最初に野菜料理を
　　　　　　　１皿たべよう。
②ゆっくりよく噛んで
　　　　　　　たべよう。
③晩ご飯から寝るまでの
　　　　　　間食をやめよう。

歯科
12%
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■褐毛和種若齢の部
　名誉賞首席　　ひめ号　　　　藤本洋一さん（郷野原）

■黒毛和種壮齢の部
　名誉賞首席　　ゆりこ号　　　高本稿助さん（安方）

■褐毛和種壮齢の部
　名誉賞首席　　あやか号　　　楠村嘉朗さん（白小野）

■黒毛和種若齢の部
　名誉賞首席　　ふくたか４号　吉田三千夫さん（米生）

　９月１日、矢部・清和地域肉用牛振興協議会主催による第９回
宇城・上益城地域統一畜産共進会予選会が熊本県畜産農業協同
組合矢部畜産指導センターで開催されました。入賞結果をご紹介
します。

自慢の牛を出展自慢の牛を出展自慢の牛を出展
畜産共進会予選会畜産共進会予選会

47.6%

38.9%

58.3% 59.3%

46.2%

57.5%

64.2%

53.4% 54.5%

62.8%

52.7%
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48.0%
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38.5%

49.8%
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御
岳

御
岳
西
部

白
糸
第
一

菅
地
域

白
糸
第
三

下
矢
部
東
部

下
矢
部
西
部

中
島
西
部

中
島
東
部

島
木
地
域

下
名
連
石

御
所

浜
町
Ｃ

浜
町
Ｂ

浜
町
Ａ

矢
部
地
区

平成２３年度矢部地区特定健診受診率

２２年度 ２３年度

６５％

（６月１９日～７月６日集団健診分） 速報！

　

矢
部
地
区
の
集
団
健
診
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
受
診
率
は
、
集
団
健
診
と
節
目
健
診
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
、
集
団
健
診
の
み
の
受

診
率
に
な
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
受
診
率
の
増
加
し
て
い
る
地
区
は
、
下
矢
部
東
部
地
区
・
下
矢
部
西
部
地
区
・
中

島
西
部
地
区
の
３
か
所
で
す
。
そ
れ
以
外
の
地
区
は
昨
年
よ
り
受
診
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

矢
部
地
区
に
続
き
、
10
月
27
日
か
ら
蘇
陽
地
区
で
、
11
月
６
日
か
ら
清
和
地
区
で
の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
集
団
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
た
「
も
れ
健
診
」
も
開
催
し
ま
す
。
矢
部
地

区
で
は
11
月
30
日
、
蘇
陽
地
区
で
は
平
成
24
年
２
月
23
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
速
報
！
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８
月
も
各
地
で
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

まちの
話題

夏

祭

り
（
後

半

戦
）

　

８
月
23
日
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ト
マ

ト
部
会
が
、
蘇
陽
地
区
の
３
つ
の
保

育
園
に
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
、

10
年
以
上
も
前
か
ら
南
阿
蘇
地
域
の

全
部
の
保
育
園
に
ト
マ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
山
邊
康
弘
さ
ん
（
橘
）

と
奈
須
則
和
さ
ん
（
大
見
口
）、
そ

し
て
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
職
員
が
馬
見
原
、

菅
尾
、
二
瀬
本
の
各
保
育
園
を
訪
問

し
て
ト
マ
ト
を
贈
呈
。
真
っ
赤
に
熟

し
た
お
い
し
そ
う
な
ト
マ
ト
は
、
後

日
、
給
食
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
ト
マ
ト
を
め
し
あ
が
れ

下名連石ふれあい夏祭り（８／ 16）

田小野夏祭り（８／ 16）

島木納涼祭（８／ 14）清和高原スターフェスタ（８／ 13）

二
瀬
本
保
育
園
さ
く
ら
組
の
子
ど
も
た
ち
と
山

邊
さ
ん
（
後
列
）

　

熊
本
県
立
大
学
環
境
共
生
学
部
の

１
年
生
が
町
内
５
軒
の
農
家
で
２
泊

３
日
の
農
作
業
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
実
習
は
、
地
域
の
中
で
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

イ
チ
ゴ
農
家
の
中
畠
由
博
さ
ん

（
白
小
野
）
を
訪
れ
た
の
は
江
口
初

音
さ
ん
、
池
尻
摩
耶
さ
ん
、
池
田
折

衣
さ
ん
の
３
人
。
県
立
大
卒
の
由
博

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
イ
チ
ゴ

苗
の
植
え
付
け
な
ど
を
体
験
。「
生

産
過
程
を
知
っ
て
苦
労
が
分
か
っ
た
」

と
江
口
さ
ん
は
大
粒
の
汗
を
流
し
な

が
ら
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
立
大
学
生
が
大
地
で
学
ぶ

苗
を
植
え
付
け
る
江
口
さ
ん
（
右
手
前
）
そ
の

奥
が
中
畠
さ
ん
。

　

９
月
上
旬
、
馬
見
原
小
学
校
に
３

０
０
冊
の
本
が
届
き
ま
し
た
。
本
を

寄
贈
し
た
の
は
、
㈱
日
立
情
報
シ
ス

テ
ム
ズ
の
代
表
取
締
役
、
原 

巖
（
は

ら 

い
わ
お
）
さ
ん
。
巖
さ
ん
の
父
正

さ
ん
は
馬
見
原
生
ま
れ
の
検
事
で
し

た
。
正
さ
ん
は
生
前
、
退
職
後
は
馬

見
原
に
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
在
職
中
に
他
界

さ
れ
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

遺
志
を
何
ら
か
の
形
で
継
ぎ
た
い
と

考
え
た
巖
さ
ん
。
自
身
も
数
ヶ
月
間

通
っ
た
母
校
へ
本
を
送
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
馬
見
原
小
学
校
図
書
館

に
は
新
し
く
「
原
文
庫
」
が
開
設
さ

れ
、
毎
日
児
童
た
ち
が
図
鑑
な
ど
を

読
み
に
集
ま
り
ま
す
。

馬
見
原
小
へ
本
を
寄
贈

円
内
が
原
巖
さ
ん
。
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　９月２日、蘇陽高校で閉校記念
キャリア教育講演会が行われまし
た。講師はダウンタウン松本人志
さんの兄、松本隆博さん。卒業に
向け大事な時期を過ごす３年生
へ、信用金庫時代の苦労話や弟
人志さんとのエピソード、そして歌
も交えながら、働くことの重要性に
ついて語りました。会場には３年生
のほか、保護者や地域の方 も々詰
めかけました。

働 く っ て な ん だ

　８月２３日、浜美荘で、蘇陽高と矢
部高の茶道部の生徒たちが入所者の
方々にお茶を振る舞いました。橋本早
苗さんから指導を受けている生徒たち
は、美しいお点前を披露して、入所者
を感心させていました。今年で最後の
参加となった蘇陽高茶道部。「茶道へ
の思い」を込めた見事なお点前。そ
れは矢部高校茶道部へ引き継がれて
いくことでしょう。

馬見原小３年生が馬
見原東部老人会との
交流で毎年行ってい
る「ソバ植え体験」
が８月１９日に行わ
れました。老人会の
方々に手ほどきを受

け、３年生５名は順調にソバを播きました。ソバは１１月
ころ収穫され、来年に行われるソバ打ち体験に使用され
ます。

最 後 の 思 い を 込 め て

歌
で
も
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

蘇
陽
高
（
前
列
）
と
矢
部
高
（
後
列
）
の
茶
道
部
の
み
な
さ
ん

馬 見 原 小 ソ バ 播 き

ソバ植えのあとはスイカ割りもしました。

　子どもたちが地域
のすばらしさを伝え
る「くまもとこどもガ
イド」の養成講座が
山都町で行われ、
受講した１２人に修
了証が渡されました。

講座は県観光協会などが主催、町での講座は、町観光
協会とかたりべの会の協力で通潤橋の歴史や構造など
を学びました。

こ ど も ガ イ ド を 養 成

修了証はくまモンからもらいました

　８月２６日、大矢
野原演習場で「演
習場フェスタ」が開
催されました。これ
は、地域との交流を
目的として開催され
たもので、昨年に続

き２回目。高機動車の体験搭乗、装備品の展示のほか、
音楽隊による演奏会もあり、たくさんの地域の方々が交
流を深めました。

演 習 場 フ ェ ス タ

音楽隊による演奏

　滝上の下鶴地区と
北中島の下鶴地区
では、同じ地名が縁
でこれまでに数回交
流会を行って、親睦
を深めてきました。
その交流会が８月２

６日に行われ、滝上の下鶴地区のみなさんが北中島の
下鶴公民館を訪問。懇親会で親睦を深めました。

二 つ の 下 鶴 地 区 が 交 流 会

みなさん「下鶴地区」の方々です。
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国民年金からのお知らせ
障害年金と遺族年金の支給制度
　国民年金では、不慮の事故などに遭ったときに、障害基礎年金と
遺族基礎年金が支給されます。

　障害基礎年金は、病気やけがで障がい状態となったと
き、受けることができる年金です。

　遺族基礎年金は、残された「子のある妻」やその「子」
が受けることができます。
　また、障害基礎年金と同様の加算が行われます。

　障害基礎年金と遺族基礎年金は、厚生年金の加入者に
も支給されます。

　保険料を納めた期間等の要件がありますので、熊本東
年金事務所または健康福祉課までお問い合わせください。

障害基礎年金

遺族基礎年金

厚生年金の加入者は

年金受給の手続きについて

（お問い合わせ）
　　熊本東年金事務所　０９６-３６７-２５０３　　
　　山都町役場　　健康福祉課　７２‐１１７３
　　清和総合支所　健康福祉課　８２‐２１１１
　　蘇陽総合支所　健康福祉課　８３‐１１１１

1級障害

2級障害

加算対象の子

1人目・2人目（1人につき）

3人目以降（1人につき）

986,100円

788,900円

加算額　　　　  

各227,000円

各75,600円

障
害
基
礎
年
金
額

妻が受ける遺族年金額
年金額は788,900円プラス子の加算

     子の数

子が1人いる妻

子が2人いる妻

子が3人いる妻

   基本額

788,900円

788,900円

788,900円

       子の加算

227,000円

454,000円

454,000円＋75,600円

合　計　　

1,015,900円

1,242,900円

1,318,500円

＊妻がいる場合は、第1子・第2子にそれぞれ227,000円、第3子以降それぞれ75,600円が加算されます。

  子の数

1人のとき

2人のとき

3人のとき

    基本額

788,900円

788,900円

788,900円

　　　子の加算

227,000円

227,000円＋75,600円

合　計　　

788,900円

1,015,900円

1,091,500円

＊子が受ける場合は、子が2人以上いるとき第2子に、227,000円、第3子以降それぞれ75,600円が加算されます。

今年４月から加算対象者が拡大されました。
障害基礎年金を受ける権利が発生した後でも、子の出生等によって要件
をみたすこととなった場合には一定額が加算されます。

子の要件：
障害基礎年金を受けられる方に生計を維持されている１８歳までの子、または２０歳
未満で障害基礎年金１・２級の状態にある子

＊ 同一の子を対象とした障害年金の子の加算と、配偶者の方へ支払われ
ている児童扶養手当の両方を受け取ることはできません。（どちらか選
択になります。）

子が受ける遺族基礎年金額

この制度を利用するためにも、保険料の納付、または免除申請 を忘れないでください。

　中部山都会総会を開催します。多くの方
に参加していただき、盛大に行いたいと思
います。みなさまのご家族、お知り合いで中
部方面にお住まいの方がいらっしゃいまし
たら是非ご参加いただきますよう呼びかけ
をお願いします。
　日時　１１月２７日（日）午前10時30分～
　場所　中日パレス
　　　 （名古屋市中区栄4-1-1）
問い合わせ先
事 務 局　 愛知県知多市つつじが丘
                                4丁目19番地3
事務局長　松岡幸雄　　　　　　　　　
　　　　　TEL 0562-55-4357

　平成２３年度総会を７月１０日に開催しました。１００名を超え
る参加者で盛大な会となりました。来年も７月に総会を開催します。
９月には「八朔祭ツアー」も計画しています。多くの皆様のご参
加をお待ちしています。
　　問い合わせ先　事務局　東大阪市花園東町1-17-2
　　　　　　　　　会長　吉見猪之助　TEL 072-961-4433

　昨年通潤橋前に植樹した桜の花が咲きました。本年度の総会を
計画していましたが、東日本大震災の発生でやむなく中止となりま
した。次回の総会には皆様のご参加をお待ちしています。
　事務局　東京都江東区東砂7-11-48「（株）三和物産」内
　　　　　事務局長　梅田　章　　TEL 03-3699-6667

ふるさと会から 　各ふるさと会では会員を募集しています。各ふるさと会
事務局または企画振興課（0967-72-1214）までお問
い合わせ下さい（ＨＰでも掲載しています）。

【関西矢部会】

【関東山都会】

【中部山都会】
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山都町観光案内所

ギャラリー喫茶

ルポン

10月のギャラリー

７２－１０５４

椎茸乾燥機売ります！
１０月５日に蘇陽総合支所でせり売り

　椎茸乾燥機（二瀬本ふれあい館）をせり売りで売却します。

＊入札参加資格
　① 個人又は法人を対象とします。（町内外は問いません。）
（落札後の諸経費は、すべて落札者負担となります。）

　※次に該当する方は，参加できません。
　① 各種町民税（料）や負担金等に未納がある方。
　② 成年被後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ない者。
　③ 競争入札において、公正な執行を妨げた又は公正な価格の成

立を害し、若しくは不正の利益を得るため連合した者で、そ
の事実があった後２年を経過していない者。

○その他
　① 入札に参加される方は、入札保証金が必

要となります。
　② 物件の引渡しは、現状渡しとし、引渡し

後の不調や故障についての補償は一切負
いません。

　③ 参加に必要な資格が満たされていないこ
とが判明した場合は、入札は無効となり
ます。

○問い合わせ先　　山都町役場　蘇陽総合支所　産業振興課
　　　　　　　　　　　　　電話０９６７－８３－１１１１（代）

物　　件　　椎茸乾燥機
規　　格　　昭和６２年度購入　高さ204㎝×幅９１㎝×奥行１２３㎝
　　　　　　エビラ１０枚、灯油使用
　　　　　　＊１０年程前に使用されて以来未稼働状態。

　　９月２６日（月）～３０日（金） 午前９時から午後５時まで
　　二瀬本ふれあい館（山都町二瀬本６０）　

○物品公開の日時、場所

日　時　　平成２３年１０月５日（水）午前１０時
場　所　　山都町役場　蘇陽総合支所　「土地利用調整室」

○せり売りの日時等

秋の行政相談が実施されます。秋の行政相談が実施されます。
行政に対するご意見などありましたら、何でもご相談
ください。相談は無料で、秘密は堅く守られます。

矢部地区   
　日　時：１０月１９日（水）午前１０時～午後３時
　場　所：千寿苑　相談室
　相談員：田中憲二　さん（入佐）

清和地区   
　日　時：１０月１９日（水）午前１０時～午後３時
　場　所：清和総合支所　住民相談室
　相談員：寺崎俊一郎　さん（尾野尻）

蘇陽地区   
　日　時：１０月６日（木）午前１０時～午後３時
　場　所：蘇陽総合支所　地域福祉センター会議室
　相談員：田中　要　さん（米迫）

「ミシンキルト展」

期間：１０月１日～３０日

マルチカバー、バッグ、子供服など３０点
程度が展示されます。ぜひお越しください。
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虫歯なかったよぼく、わたし、 ～ 4歳児歯科検診～

ＬｉｎＱ　深瀬智聖さん
ふるさと凱旋コンサート
ＬｉｎＱ　深瀬智聖さん
ふるさと凱旋コンサート
ＬｉｎＱ　深瀬智聖さん
ふるさと凱旋コンサート

ＬｉｎＱ・・「LOVE　in 九州」の頭文字をとり、４月にデビュー
した九州発アイドルグループ。１２歳から２５歳のメンバー２８名
で構成され、福岡を拠点に活動中。

ステージの深瀬さんは本当に楽しそうでした。

８月２３日、蘇陽総合支所営農大ホールで
アイドルグループ「ＬinＱ」のコンサートが
開催され、ファンや地域の方々３５０人が
見守る中、蘇陽地区出身の深瀬智聖さん
が歌や踊りを披露しました。

８月２３日、蘇陽総合支所営農大ホールで
アイドルグループ「ＬinＱ」のコンサートが
開催され、ファンや地域の方々３５０人が
見守る中、蘇陽地区出身の深瀬智聖さん
が歌や踊りを披露しました。

　LinQ の熊本でのコンサートは今回が初めて。選抜
されたメンバー１９名がデビュー曲「ハジメマシテ」
などを披露しました。
　「元々、歌ったり踊ったりすることが好きだった」という深瀬さんは、昨年、
八朔小町を務めました。そのときに感じた「もっとふるさと山都町をＰＲした
い」という思い。そんなとき、九州・福岡を盛り上げ、元気にするというコン
セプトの LinQ オーディション（昨年２月に開催）を知り応募、見事合格。
デビューまでの約１ヶ月間、蘇陽地区今の自宅から福岡市内まで、車でレッス
ンに通い続けました。
　デビューを果たした後、深瀬さんはブログなどで頻繁にふるさと山都町をＰ
Ｒしています。コンサート当日も、福岡から、ファンを乗せたバスのガイドを
務め、通潤橋など山都町の観光スポットを案内しました。
　「活動の幅を広げ、将来はラジオなどの仕事もやってみたい。同時に町おこ
しにも一役買いたい」と深瀬さんの山都町を愛する気持ちが強く伝わってきま
した。
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1歳児
健診

7ヶ月
健診

4ヶ月
健診

すくすく育て
乳 幼 児 健 診

※保護者のご承諾をいただいた赤ちゃんを、
　撮影・掲載しています。

平成２３年８月１９日＝千寿苑   平成２３年８月２６日＝蘇陽保健センター
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気
づ
け
ば
高
ま
る
人
権
意
識

〜
ま
ず
は
身
近
な
会
話
か
ら
〜

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
79

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

　

み
な
さ
ん
の
心
の
中
に
は
、
思
い
出
の
言
葉

の
引
き
出
し
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、「
う

れ
し
か
っ
た
言
葉
の
引
き
出
し
」、
も
う
一
つ

は
「
い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
た
言
葉
の
引
き
出

し
」
で
す
。

　

で
は
、
二
つ
の
言
葉
の
引
き
出
し
に
、
分
け

て
入
れ
た
の
は
誰
で
し
ょ
う
。
私
は
自
分
で
判

断
し
て
分
け
て
入
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
自

分
で
分
け
て
入
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
言
葉

を
受
け
取
っ
た
側
が
、
自
分
の
感
覚
で
分
け
て

い
る
の
で
す
。
相
手
も
み
な
さ
ん
の
断
り
な
し

に
、
勝
手
に
分
け
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言

葉
を
発
す
る
と
き
に
は
思
い
つ
き
で
し
ゃ
べ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
相
手
が
ど
う
受
け
取
る
か
、

自
分
の
頭
の
中
を
一
度
く
ぐ
ら
せ
て
か
ら
発
し

ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
配
慮
し
て
も
相
手
に
自

分
の
本
意
が
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何

気
な
く
発
し
た
言
葉
に
、
相
手
が
ト
ゲ
を
感
じ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
言
葉
を
受
け
取

る
側
が
、
そ
の
時
の
体
調
や
感
情
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
一
因
で
し
ょ
う
。

　

自
分
の
本
意
と
、
相
手
の
受
け
取
り
に
ズ
レ

が
生
じ
た
と
き
に
は
、
積
極
的
に
訂
正
を
し

て
く
だ
さ
い
。
い
わ
ゆ
る
「
言
い
訳
」
で
す
が
、

相
手
と
の
つ
き
あ
い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
こ
も
っ
て
い
れ
ば
、
分
か
っ
て
く
れ
ま

す
。
な
る
べ
く
早
く
、
で
き
れ
ば
直
接
会
っ
て

言
い
訳
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
逆
に
相
手
か

ら
の
言
葉
に
嫌
な
思
い
を
し
た
時
に
は
、
訂
正

を
受
け
入
れ
る
余
地
を
自
分
の
中
に
残
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
訂
正
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
れ
ば
、

将
来
、
当
事
者
同
士
で
傷
跡
を
堂
々
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

言
葉
の
意
味
を
良
く
考
え
て
使
う
こ
と
も
大

事
で
す
。
例
え
ば「
普
通
」っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
。

普
通
の
人
、
普
通
の
考
え
・
・
・
。
辞
書
を
調

べ
て
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
普
通
は
や
や
こ

し
い
言
葉
で
す
。「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
言

葉
も
う
っ
か
り
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
言
わ

れ
た
相
手
は
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
講
演
会
で
良
く
聞
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
」
も
分
か
っ
た
よ
う

で
実
は
よ
く
分
か
り
か
ま
せ
ん
。
迷
信
の
中
に

は
、
生
活
上
の
知
恵
に
基
づ
く
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
な
か
に
は
差
別
を
助
長
す
る
刷
り
込
み

も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
将
来
な
り
た
い

職
業
に
つ
い
て
親
子
で
話
す
と
き
に
も
、
親
の

思
い
込
み
や
偏
見
を
子
ど
も
に
植
え
付
け
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ジ
メ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
イ
ジ
メ
ら
れ

て
い
る
側
が
自
分
の
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
、
最
後
の
瞬
間
に
自
分
の
命
を
断
つ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

天
寿
が
く
る
ま
で
自
分
か
ら
死
ぬ
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
が
つ
ら
い
時
、「
助
け
て
く
だ

さ
い
」
と
言
う
こ
と
は
弱
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
近
な
人
や
非
通
知
の
電
話
相
談
な
ど

に
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
相
談
を

受
け
た
側
は
、
一
緒
に
落
ち
込
ま
ず
に
、「
大

丈
夫
！
生
き
て
い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
な
ん

講演する、桂七福さん

　

７
月
28
日
、千
寿
苑
で
「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、落
語
家
の
桂
七
福
（
か

つ
ら
し
ち
ふ
く
）
さ
ん
が
「
身
近
な
会
話
を
大
事
に
し
て
、
人
権
感
覚
を
磨
こ
う
」
と
い
う
趣
旨

で
講
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
１
７
８
人
で
し
た
。
講
演
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第40回熊本県人権教育研究大会
部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

2011年10月15日（土）～16日（日）
●１５日（土）…益城町総合体育館（全体会）

●１６日（日）…郡内の１８会場　（分科会）
午後１時～午後４時45分

午前９時～午後４時
※山都会場は矢部中学校

と
か
な
る
よ
」
と
、
ド
ー
ン
と
構
え
て
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
人
の
命
を
助
け
る
た
め
な

ら
ば
、
大
ボ
ラ
を
吹
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
。

　

努
力
に
よ
っ
て
伸
び
縮
み
す
る
差
は
あ
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
出
身
や
肌
の

色
な
ど
、
自
分
の
努
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
こ
と
で
、
上
だ
の
下
だ
の
差
を
つ
け
て
考
え

る
の
は
お
か
し
い
こ
と
で
す
。

　

た
っ
た
一
言
の
言
葉
で
傷
つ
く
こ
と
も
あ
れ

ば
、
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ん
に
も
日
々
の
生
活
の
中
で
言
葉

を
大
事
に
扱
っ
て
い
た
だ
き
、
人
権
を
大
事
に

す
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

い
ま
す
。



23

季
節
の
う
た

季
節
の
う
た

書 

道

10月の当番医

〔平成２３年８月３１日現在〕

山都町の人口

編 集 後 記

和
光
教
室
書
道
部
の
山
本
淳
子
さ
ん
（
米
生
）
作

男
女
計
世帯

８，６３３人
９，２４８人
１７，８８１人
６，７６９戸

（－  ６）
（－ ３）
（－ ９）
（＋ ５）

※（　）は前月比
※最高齢は１０５歳〔女性１人〕
※１月１日～８月３１日の出生届数
　６９人（うち８月は８人）
※１月１日～８月３１日の死亡届数
　１８５人（うち8月は２２人）

10月 ２ 日
10月 ９ 日
10月16日
10月23日
10月30日

▼
馬
見
原
酔
山
会

蝉
も
来
て
読
経
始
ま
る
七
回
忌 

渡
辺　

勝
子

川
床
を
組
む
町
の
往
時
を
偲
ば
ん
と 

本
田　

    

彰

法
師
蝉
や
っ
と
カ
ー
テ
ン
洗
ひ
終
へ 

工
藤
美
智
子

▼
や
ま
な
み
の
会

腰
痛
に
南
瓜
一
個
が
持
て
な
く
て 

赤
星
た
づ
え

抱
卵
の
浮
巣
の
鳰
の
動
か
ざ
る 

天
崎　

信
恵

鳰
の
声
流
る
ゝ
江
津
の
風
涼
し 

原
田　

和
子

其
処
此
処
に
親
子
の
牛
の
や
さ
し
か
る
牧
野
の
風
に

目
を
細
め
立
つ 

飯
星
セ
チ
子

い
つ
と
な
く
窓
辺
に
つ
る
の
葉
の
茂
り
涼
し
さ
誘
う

苦
瓜
爽
や
か 

田
代　

エ
ミ

優
勝
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
か
か
げ
満
足
の
笑
み
う
か
べ
た
る

ナ
デ
シ
コ
ジ
ャ
パ
ン 

今
村　

芳
子

▼
通
潤
句
会

風
蘭
の
香
の
白
々
と
夜
明
か
な 
田
中
か
つ
み

梅
雨
明
く
る
紐
ひ
け
ば
木
偶
目
覚
め
た
り 
西
田
え
い
子

▼
清
和
短
歌
会

所
在
な
く
意
味
な
く
庭
を
眺
め
お
り
蜩
は
雨
の

夕
暮
れ
を
鳴
く 

梶
原　
　

徹

一
瞬
の
線
香
花
火
燃
え
尽
き
る
た
だ
見
つ
め
て
静
か
な
る
盆

 

兼
瀬　

哲
治

や
わ
ら
か
き
初
秋
の
朝
風
あ
び
て
千
日
紅
は
燃
え
て
輝
く

 

小
崎　

孝
行

（電話72‒0210）
（電話72‒0029）
（電話72‒0307）
（電話72‒1121）
（電話75-0111）

坂本クリニック
伴 病 院
野 田 医 院
矢部広域病院
瀬 戸 病 院

2012年（平成24年）版町民手帳 予約申し込み受付中！
　現在、2012年版町民手帳の予約申し込みを受け付けています。各
地区の代表者が回覧する申込み用紙にお名前、必要数を記入いただき
お申し込みください。

【代      金】１冊５００円
【申込期限】平成２３年１０月２０日(木 )
【配付時期】１１月下旬頃となります。また、 代金
                と手帳の引き換えについては、申込
                み代表者を通じて行います。
               ＊個人での受け渡しは原則行いません。

【問合せ先】
　　　  企画振興課（７３－０４１０）
　　　  清和総合支所総務住民課（８２－２１１１）
　　　  蘇陽総合支所総務住民課（８３－１１１１）

　火伏地蔵祭、雨・・・。八朔祭、雨・・・。

今年は天気に恵まれなかった山のまつり。し

かし、最後の清和文楽の里まつりは、秋の太

陽と高原の風が心地よい、素晴らしい天気で

した。祭りが盛り上がるのはその地域が元気

な証拠。天気に関係なく、出演者の皆さんは

すべて活気に満ちあふれていました。

　昨年は八朔小町として、今回はアイドルグ

ループの一員としてお会いした深瀬智聖さん。

福岡を拠点としながら、心はふるさとと共にあ

るアイドルの今後の活躍に期待！（Ｆ）



平成２２年度交通安全標語
コンクール入選作品

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の
標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご
紹介していきます。（学校名・学年は当時）

広報やまと　№79 10 月 号
発 行
編 集
発行日

：
：
：

熊本県山都町役場
企画振興課
平成23年9月21日

TEL.0967-72-1111
TEL.0967-72-1214

ホームページ：http://www.town.kumamoto-yamato.lg.jp

早めの点灯　事故なくそう　　　　　  （上寺　佐藤由美子）
これぐらい　そのひとことが　命とり　（蘇陽小６年　興梠　智哉）

矢部高野球部ＯＢ　甲子園へ
青春時代に叶えられなかった甲子園出場。そんな夢の舞台への切符を、矢部
高校野球部ＯＢチームが手に入れました。
青春時代に叶えられなかった甲子園出場。そんな夢の舞台への切符を、矢部
高校野球部ＯＢチームが手に入れました。

　

第
14
回
熊
本
県
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
大
会

の
決
勝
戦
が
８
月
28
日
、
藤
崎
台
県
営

野
球
場
で
行
わ
れ
、
宇
城
地
区
予
選
大

会
を
勝
ち
進
み
、
10
回
大
会
以
来
の
本

戦
出
場
を
果
た
し
た
矢
部
高
野
球
部
Ｏ

Ｂ
が
、
文
徳
高
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
を
８
対
１

で
下
し
て
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
12
月
に
阪
神
甲
子
園
球
場
で

行
わ
れ
る
「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
２
０

１
１
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
試
合
は
、
34
歳
以
下
の

若
い
年
代
が
５
回
ま
で
、
残
り
の
４
回

を
35
歳
以
上
の
選
手
で
行
い
、
そ
の
合

計
点
で
勝
敗
を
決
め
ま
す
。

　

10
年
以
上
今
大
会
へ
の
出
場
を
続
け

て
い
る
矢
部
高
校
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
。
今
年

は
投
手
陣
の
層
が
厚
く
な
り
、
３
月
に

卒
業
し
た
ば
か
り
の
選
手
も
加
入
す
る

な
ど
戦
力
が
充
実
。「
各
年
代
の
戦
力

が
揃
い
、
若
い
チ
ー
ム
も
35
歳
以
上
の

チ
ー
ム
も
遜
色
な
く
戦
え
た
の
が
勝
因

の
一
つ
で
し
ょ
う
」
チ
ー
ム
を
率
い
た

山
本
敏
朗
監
督
は
こ
う
勝
因
を
分
析
し

ま
し
た
。

　

矢
部
高
Ｏ
Ｂ
は
、
12
月
の
本
番
の
前

に
、
10
月
15
日
か
ら
佐
賀
県
で
行
わ
れ

る
九
州
大
会
に
向
け
た
練
習
を
開
始
。

九
州
大
会
か
ら
硬
式
ボ
ー
ル
で
の
試
合

と
な
る
た
め
、
道
具
や
練
習
場
所
を
矢

部
高
校
野
球
部
に
借
り
て
の
練
習
で

す
。

　
「
夢
の
舞
台
を
楽
し
み
た
い
が
、
緊

張
し
そ
う
だ
」
と
語
っ
た
山
本
監
督
の

目
は
、
数
十
年
前
の
高
校
球
児
時
代
に

戻
っ
て
い
ま
し
た
。

清和地区夏季ナイター
ソフトボール大会
清和地区夏季ナイター
ソフトボール大会

（８月22日～ 30日）
優　勝　　ビ ク ト リ ー ズ 
準優勝　　郷 野 原 球 友 会
３　位　　高友・高松 クラブ 

最優秀選手賞　　ビ ク ト リ ー ズ 
　　　　　　　　木　戸　恭　平　　選手

優
勝
し
た
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

県大会決勝のスコアボードの前に並んだみなさん


